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Abstract 
A very smal and simple transducer usabl巴 tothe measurement of water flow speed was made 
by applying the principle of Thomas gas flow meter. 
This transducer consists of a heater element and two thermister elements五xedin a plastic tube 
of 8 mm in diameter and 50 mm in length. The heater element was五xedin the middle between 
the two thermister elements. 
The water flowing into the transducer was heated， and the di妊erenceb巴tweenthe temperatures 
of the upper and the lower courses of the heater element caused by heating was determined by the 
bridge circuit including the two thermisters. By suitable selection of the elctric power supplied 
to the heater element， the flo刊 speedfrom about 20 cm/sec to 160 cm/sec was measured with the 














































ータの消費電力は菊水の直流定電!王電源装置により一定 (8.5Vx3.5 A=29.8 W)に保った。循


































































































出摺内の水温の変化を記録したのが図-11で， 明らかに変動が見られ， ヒータ電力 (P)が大き
(イ) (ロ) (ハ) (ニ)
汀lV
。
長(cmjs)20.3 27.8 10.5 25.0 
，fjそH主連喜外的水3lfi.Etiヒ P(watt) 1.64 5.5 10.0 22.0 













タ電力 7.5Wのときは流速が 78.5cm/sec以下， 3.5Wでは約 50cm/sec以下， 1.6Wでは 20
cm/sec以ド， 0.9Wでは 16cm/sec以下では不安定になることが凡そ見当がついたので，流速
によってヒータ電力を使いわける必要がある。 なお 0.9Wの場合に流速が 5.67cm/secの時に
(294) 
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以上で， 検出器の形状は D型で9 電力は流速に応じて適当に変えれば充分流速計として
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表 1
H-;: :g Ik"f一国一雨可 l 
山mi~! e(mV) ヨ% 100% 一|





































| 応 答 J蒔辱 7両記 (sec吋) 
志引(付cm山m叶町/J川J
19.5 2.45 15 80 
27.3 1.54 20 1:26 
0.88 
0.80 




















熱量添加法による液体用小型流速計について(第 1報) 803 
表-2(b) 
r.E:~ Iff商寸sec)























































































単位時間内に液体の吸収した熱量 Q とそれによる温度上昇ムT との聞には次の関係がある。
Q=G.Cp'ムT W 
但し Q: 吸収熱量 Cal/sec
G: 単位時間の液体の流入量。/sec
Cp : 液体の比熱 Cal/g.oC
ムT: 上昇温度。C












熱量添加法による液体用小型流速計について(第 1報) 805 






e=ι・ 一一~ (b十d)(α十c) (3) 
今ある一定温度 tの水道水の宿環路内に検出器を 10 





















e=B.ム t (B= -E{3c/(b+d) (α十c) (5) 
従って (2)式と (5)式より，ムtを大文字で、表わし
ムTニ (c/B)= (Q/ρACp)・l/v











































られた。 表-3は安定状態にあるときの εとそれに対応する εの仰を二例づっ各電力について
集めてみたものである。 又表 3から比例配分により t二 4mVに相当する各流速丸を求めて
p=つ7.5W





e (mV) 吾 (cm/s) e (mV)ii (cm/s) 
4.20 !ω制O|4加|却













市 P(watt) v (cm/s) 
0075116i214 
P (watt) Ve (cm/sec) 
0.083 3.5 42，2 
0附 i75 90.0 
iie: e=4mVに相当する流速
(300) 
熱量添加法による液体用小迫流速計について(第 1報) 807 
みると表 4の(a)の様になる。次に (6)式の Qは，安定状態であるから夫々の流速に対応して




e; 一一ーと一一 = 4mV J.ρ・Cp・A むe (9) 
て、表わされる。 今仮に Pjらの値をとってみると表-4の(b)の様にほぼ等しい0.08前後の値を
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い。 ~-19 ば a) ， b)の結果をまとめて示したものである。
E. 理論{直との比較







=Kxl(K=4以(-~ -i x0.24 x P i 
a¥ ¥L"il I 









速が減じヒータ電力のよ首加と同じことになり， ヒータ下流の温度 f二昇が大きくなり eの{位
















殺:{% r ~ 
p ~ 3.43¥V 















b 三 ダヒ比較>1、 雪山戸小ゴ由湾
}くユ26.4
仁 実♂キー タ















ここでラ G は直線が ε軸 (.0=1)と交わる点の
εの値として求められ， bは直線が ε軸とな
す角の正装ーとして求められる。 従って図-22
カミら α=59，b= -1.19 (P=1.6 W)α=135， 
b= -1.19 (P=3.48 ¥Y)となり (11)式は次の様
kこなる。
e = 59)< '5-1.19 (P= 1.6W) 
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-c.ß ムT{l+ 名目~.} 円
(， ， s(ムア十ムT)i ( 戸ムア¥ ~ (b十d)(α十c)P十工;C::c'__I_H 1+ fJ~:'c.._) 
l-. b十d J ¥α+c / 
(15)式に於て次の三つの条件
(15) 









a = 2.48 kS2、 b= 2.41 kf2句 C 二 2.1kS2 ， d=色=2.04kQ 





。(ムT'十ムT)/(b+d)キ -0.038(u = 20 cm/s) 




いので，u = 160 cm/secに於ける (15)式と (4)式を比較してみるとラ今 E=O.4V とすると， (4) 







































るのである。 図-17から水温 170C及び280Cにおける 0の値は夫々 0.1 k.Q;oC，及び -0.06
k.Q;oCとなる。叉分母の値はそれぞれ20.4， 13.4となる。但L抵抗の単位は kJJとした。従っ
て 170Cと280Cの各8の比と分母の比をとってみると，















以上の 3つの万法に A で述べた様な::t:0.50C前後の温度補償を行える方法を組合せれば
(306) 





成績であった。 今後の課題は i)ヒータの表面に発生する気泡の問題を解決すること， i) D 
型検出器を現在よりも更に小型にすること， ii) 20 cm/sec以下の低流速の範囲の特性改善を行
なうために忠いきった検出器の構造の改造を行ない試験すること，第7章 Bて、述べたイ， P， 
ハの方法につし、ての検討等が考えられる。
(昭和41年4月初日受理)
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